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短
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短
歌
の
部
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地
球
よ
り
重
い
と
い
わ
れ
し
命
な
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

戦
下
の
子
供
は
露
の
如
く
に　
　

小
松　
　

當

優　
　
　

秀

  

背
柱
の
異
変
告
げ
ら
れ
久
し
き
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

撫
で
つ
さ
す
り
つ
ま
だ
農
婦
た
り　
　
　

大
岸
由
起
子

優　
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拉
致
さ
れ
し
四
十
四
年
の
歳
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
る
思
ひ
を
ふ
り
し
ぼ
る
母　
　
　

中
村　

定
子

佳　
　
　

作

  

幼
日
に
伴
は
れ
来
し
薫
的
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

神
社
に
孫
と
合
格
祈
願　
　
　

古
川　

安
子

佳　
　
　

作

  

齢
ぞ
と
痛
む
肩
撫
で
脚
を
撫
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

早
逝
の
夫
を
し
み
じ
み
と
憶
ふ　
　
　

竹
村　

咲
子

佳　
　
　

作

  

さ
ん
ざ
め
く
星
に
願
う
は
今
年
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

地
球
の
安
寧
七
夕
の
夜　
　

　

吉
永　

由
香

佳　
　
　

作

  

妻
の
遺
影
ほ
ほ
え
む
前
に
一
人
飲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

敬
老
の
日
の
懺
悔
の
ビ
ー
ル　
　

　

山
中　

逸
朗

高　

点　

賞

  

車
椅
子
押
し
て
押
さ
る
る
老
老
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齢
の
数
ほ
ど
バ
ラ
の
花
咲
く　
　

　

宮
﨑　
　

侃

俳
句
の
部
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改
札
を
ピ
ッ
と
ス
マ
ホ
と
行
く
秋
と　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　

鈴
子

優　
　
　

秀

  

病
ん
だ
夜
は
キ
リ
コ
の
街
の
夢
紡
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

育
子

優　
　
　

秀

  

風
死
し
て
こ
こ
に
印
鑑
お
願
い
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　

財
前　

香
花

佳　
　
　

作　

  

ふ
る
さ
と
の
ど
す
ん
と
白
き
雲
の
峰　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
吾
燈
人

佳　
　
　

作　

  

老
老
介
護
そ
っ
と
寄
り
添
ふ
涼
み
台　
　
　
　
　
　
　
　

古
川　

信
子

佳　
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優
し
い
嘘
は
ピ
ア
ノ
の
フ
ォ
ル
テ
風
薫
る　
　
　
　
　
　

山
岡　

秀
美

佳　
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無
所
属
の
男
が
二
人
冷
素
麺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影
山　

公
子

高　
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賞

  

灯
を
消
し
て
一
点
赤
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蚊
遣
の
火　
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真
紀
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高　
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一
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居
の
来
客
と
な
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夏
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大
崎　

勝
子

つ
む

か
や
り

な
つ
つ
ば
め

な

お
さ
な
び

よ
は
ゐ

こ

く
ん
て
き

そ
う
せ
い

い
え
い

つ
ま

あ
ん
ね
い

ざ
ん
げ

と
し

た
な
ば
た

お
も

ま
さ

か
の
か

よ
ん
じ
ゅ
う
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よ
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よ
う　
　
　
　
　
　
　

今
年
ま
た
皇
帝
ダ
リ
ア
咲
き
に
け
り
亡
妻
の
愛
し
た
夭
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た
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か
め

ロ
ッ
ジ
よ
り
お
湯
が
わ
い
た
の
機
械
音
テ
レ
ビ
な
し
の
瓶
が
森
山
頂

伊
藤　

清
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は
ね　
　
　
　
　
　
　

細
く
永
く
農
婦
た
り
し
よ
岸
豆
の
花
に
翅
た
た
む
蝶
に
か
も
似
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大
岸
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と
て
ち
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と
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と
ノ
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痛
風
痛
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川
の
音
や
山
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音
聞
い
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彼
岸
日
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昔
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良
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日
賑
や
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間
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木
陰
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を
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刈
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を
す
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梅
雨
明
け
の
日
々

小
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敏
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温
暖
化
台
風
進
路
定
ま
ら
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日
本
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を
か
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た
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蔵
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我
が
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は
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を
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ロ
ナ
ミ
ン
力
を
借
り
て
ホ
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修
理
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ぷ
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ア
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一
匹
菓
子
の
こ
ぼ
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を
か
つ
ぎ
行
く
急
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通
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け
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や
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守
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の
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て
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ぺ
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も
の
ヒ
ヨ
へ
ま
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す
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分
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小
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◆
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ア
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焼
け
て
蜻
蛉
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あ
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が
と
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落
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ぎ
お
ぼ
ゆ
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寝
た
き
り
な
り
窓
辺
に
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ゆ
る
秋
月
を
両
手
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つ
か
み
取
っ
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お
き
た
い

八
王
子
小
太
郎

　

◆
高
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ア
ラ
ラ
ギ
短
歌
会
◆

                                                                                                             

　
　
　

斑
猫
だ
よ
の
声
蘇
る
池
の
径
と
も
に
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ぐ
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杳
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の
頃
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も
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山
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た
だ
側
に
居
て
く
れ
る
だ
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と
友
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い
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簾
と
ふ
漢
字
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確
か
め
む
蔵
ひ
し
は
ず
の
ル
ー
ペ
を
探
す

古
川　

安
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◆
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歌
会
◆

  

あ

す　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

明
日
壊
す
と
ふ
が
ら
ん
ど
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の
友
の
家
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ひ
つ
そ
り
と
い
ら
か
を
照
ら
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竹
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子

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

  　
　

　
　
　
　

   　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

近
隣
の
秋
の
実
り
を
見
て
歩
く
色
付
き
初
め
し
稲
穂
の
ゆ
る
る

松
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代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

聞
え
来
る
笛
の
音
色
は
日
を
増
し
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確
か
と
な
り
ぬ
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題
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る
や

大
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子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
十
二
歳
月
に
二
回
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
痴
呆
予
防
に
役
立
ち
て
お
り

門
田　

明
子

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

軒
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せ
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竿
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ト
ン
ボ
の
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ま
り
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飛
び
止
ま
り
て
は
飛
ぶ
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文　

正
子

◆
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」
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プ
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
   

  

地
図
の
向
き
縦
に
し
て
ま
た
横
に
し
て
歩
き
遍
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を
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つ

井
上　

有
子

　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

                                                   

す
が         

公
園
の
手
慣
れ
し
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業
い
っ
せ
い
に
立
ち
く
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香
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刈
り
あ
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尾
立
ひ
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                 　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
五
人
分
け
隔
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な
く
い
と
お
し
く
待
ち
受
け
画
面
の
変
更
忙
し

刈
谷
美
代
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真
っ
直
ぐ
な
言
葉
は
時
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強
す
ぎ
て
防
御
の
言
葉
さ
が
し
始
め
る

小
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鶴

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

 

　
　
　

  

父
の
手
の
爪
を
切
り
つ
つ
思
い
出
の
父
の
手
の
ひ
ら
大
き
か
っ
た
と

秋　
　
　

星

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

染
み
は
な
く
髪
黒
ぐ
ろ
と
夫
は
喜
寿
料
理
作
り
て
吾
を
よ
ろ
こ
ば
す

中
村　

佐
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

み
ち
草
の
思
ひ
に
な
め
し
筆
の
味
吾
が
未
熟
さ
に
励
ま
む
日
々
を

野
島　

富
石

　
　

　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

友
人
達
と
輪
島
へ
の
旅
も
遠
き
日
よ
手
許
に
残
る
紅
色
の
お
盆

野
村　

典
子

　
　

　
　
　
　
　
　

   　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

庭
隅
の
今
朝
の
蛙
の
鳴
き
声
は
梅
雨
入
り
知
り
し
安
堵
の
声
か

溝
渕　

龍
泉

　
　

　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

妹
も
呼
ん
で
家
族
で
祝
い
事
重
な
り
ご
ち
そ
う
皆
で
黙
々

𠮷
川　

恵
樹

　
　

　
　
　
　
　
　

   　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
門
前
に
托
鉢
僧
の
ご
と
く
猫
き
っ
と
お
腹
を
空
か
し
て
い
る
や
も

藤
本
す
み
子

【
短

歌
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広
報
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員
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ふ
と
こ
ろ

は
ん
み
ょ
う

す
だ
れ　

俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

掲
載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
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】
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」
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